





















｢ホスピスの転院｣ か ｢自宅退院｣ を迫って
いた事例です｡ 依頼がきた段階でかなり､ 家
族・医療者間で距離があいていてその時には




























































































































































は､ 喪失の歩みの中ででてくる ｢怒り｣､ ｢世
界に対しての問いかけ｣ に対して､ 向き合っ
































































































































































































































































とが常々感じます｡ また､ 事例のように､ 早
い段階で家族看護を実践してくれる方がいた
ならば､ 怒りを適切な方に向けられたのに､
もしくは､ 家族と医療者が距離をとって人を
攻撃するような態度ではなくて､ 問題に対し
て一緒に向き合える態度を作れたはずなのに
と思います､ きっとそういう選択肢が生まれ
ていたはずです｡ その場に､ 素晴らしいケア
されている皆様がいて下さったら､ そうすれ
ば全然違ったものになったのではないかと思
います｡ これからも､ 素晴らしいケアをなさっ
てくださる方々が､ これからも現場で実践を
続けて下さればと思います｡ 私もＣＮＳとなっ
て､ 皆様のお役にたてるようになれましたら
と思っています｡ また皆様の実践知を､ 研究
などを通して今度は広く理論知として広めて
下されば幸いと存じます｡
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